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会員の活動報告
（昭和52年10月～昭和54年9月）
荒井一雄
ロートレアモンと「マルドロールの歌」 （「仏語•仏文学」，昭和53年 1 月）
伊川徹
『北ホテル』における作家と作中人物について （関西大学仏文学会口頭発表．昭和
52年12月）
モリエールのモラリテについて（日本フランス語フランス文学会関西支部会口頭発
表，昭和53年11月）
伊藤誠宏
Les editions d'Astree (アストレの版について） （関西大学仏文学会口頭発表．
昭和53年12月）
近江康則
中期フランス語における主語の倒置について（「天理大学学報」第 121輯，昭和54
年 9月）
小方厚彦
16世紀フランス語における強勢の主語代名詞について（「文学論集」第27巻 3号，
昭和53年3月）
新刊紹介 三木治著「フランス中世文学の研究」（「関西大学通信」第77号，昭和
52年10月）
小川雅也
大学における外国語の問題点について一ーフランス語（「関西大学通信」第77号，
昭和52年10月）
『あしぷえ』 (VII)(ラジオ関西放送「今晩はみなさん」；戦争体験．他11編）
関西大学出版・広報部，昭和53年1月）
第 2外国語における理念と現状（「研究センクー報」第2号，関西大学一般教育等
研究センター，昭和53年 3月）
聖域を逃れよ（「関西大学通信」第81号，昭和53年3月）
あくまで多様なバリの演劇（「関西大学通信」第89号，昭和54年2月）
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奥純
アラン ロブ＝グリエ作 "Lajalousie"における「しみ」について（「千里山文学
論集」第19号，昭和53年4月）
Alain Robbe-Grillet作"Lajalousie"における想像力と現実にかかわる技法を中
心に（日本フランス語フラ・ンス文学会．関西支部会口頭発表，昭和53年11月）
「迷路の中で」における迷路について（「千里山文学論集」第21号，昭和54年 3
月）
加藤美雄
アナトールの「墓」としてのマラルメ晩年の三部作（「仏語•仏文学」第 9 号，昭和
5坪 2月）
アナトールの「墓」としてのマラルメ晩年の三部作（続）（「文学論集」第27巻3号，
昭和53年3月）
マニエリスムとフランス詩人（「ユリイカーー特集マニエリスムーー」青土社，昭
和54&:p6月）
翻訳：デュ・ベレー「フランス語の擁護と顕揚」 （抄）（「ユリイカー一世界の詩論
特集ー一」 （臨時増刊） （青土社，昭和5杜t:6月）
フランス象徴詩研究（駿河台出版社版，昭和54年6月）
神垣亨介
Albert CamusのLaChuteにおける juge-penitentとくtechniquedu soliloque 
avec interlocuteur muet► の関係について（関西大学仏文学会で口頭発表，昭和53
年11月）
川神偲弘
自由へのくLeschemins► (「仏語•仏文学」第 9 号，昭和53年 2 月）
重本利一
『放蕩息子の帰宅』について—-A.Gide の「状況に迫られた」小品一ー（「仏語・
仏文学」第9号，昭和53年2月）
真の「対話」を目ざしての自己の高揚を（ゼミナール拝見）（「会報」［関西大学教育
後援会]No. 50, 昭和53年7月）
A. Gideの作品における imageの発展 (Jl)-—L'Immoraliste と La Porte 
etroiteの場合ーー（「文学論集」第27巻3号，昭和53年3月）
下條和枝（博士課程後期課程）
アルペール・カミュにおける「石」への同意と反抗について（「千里山文学論集」第
18号，昭和52年10月）
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田中良
Proustと「偶然性」―Ala recherche du temps perduの一断面ー一「仏語・
仏文学」第9号，昭和53年2月）
プルーストにおける誤謬の世界（「千里山文学論集」第21号，昭和54年 3月）
津川廣行
二元性から無秩序ヘー一若きジイドのモラルーー （「リュテス」第10号．大阪市立
大学フランス文学会，昭和53年7月）
野浪嗣生
Maupassantの円熟期の短編小説(I) (「文学論集」第27巻2号，昭和52年12月）
動物と人間とがまきおこすユーモア（「関西大学通信」第87号，昭和53年11月）
Maupassantの後期短編小説（「文学論集」第28巻 2号，昭和53年11月）
久野誠
Ballyから Riffaterreにいたる文体論の動向＿とくに P.Guiraudの分類を中
心として一ー（「千里山文学論集」第20号．昭和53年10月）
平田重和
Revolte dans les Asturies -A. Camus の初期試作戯曲＿（「文学論集」
第28巻 3号．昭和54年 2月）
読書の方法（関大生協「書評」昭和54年4月）
LLA第17回全国大会に参加して（「関西大学視聴覚教育」昭和54年9月）
藤澤壽美
現代フランス語の母音について＿実際の発音にみられる変異の考察ーー（「千里山
文学論集」第21号．昭和54年 3月）
本田忠雄
Marie de FRANCEにおける前過去形について（「文学論集」第28巻1号，昭和
53年 9月）
円尾健
A. マルプラン著『仏独比較文体論』について （「文学論集」第27巻 2号昭和52年
12月）
「比較文体論」紹介にあたって（完）（「仏語•仏文学」第 9 号，昭和53年 2 月）
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フランス語の「明晰さ」をめぐって一ーフランス語と現代に関する一考察ーー（「文
学論集」第28巻 2号，昭和53年11月）
世界とのコミュニケーションは可能か一一日本人と外国語一ー（創元社「転換期の
文化ー一日本近代化のひずみ一」昭和54&p3月）
丸瀬康裕
Baudelaireにおける散文詩の問題ー一散文詩 L'Invitationau voyage を通し
て一（「阪南論集」第14巻5号，昭和54年 3月）
山村嘉己
展換期の文化（共著） （大阪創元社，昭和54年4月）
語学教師のあり方（関大一般教育センクー報2,昭和53年 3月）
教養語学という問題（同上3,昭和5M:j毬月）
いとおしむ生（関大通信88号，昭和54年 1月）
大学における文学研究について (!KORA創刊号，昭和53年10月）
詩の蘊訳について（ランポー研究余滴） IX~双（「書評」 47~49号，昭和5硝;;4月
~54年4月）
米谷魏洋
La Maison de Rendez-vousについて（近畿大学教養部「研究紀要」，昭和52年
12月）
修士論文題目
昭和53年3月
井田あゆみ シモーヌ・ヴェイユにおける教育
奥 純 Alain Robbe-Grillet作 "LaJalou出”について
下条和枝 アルベール・カミユにおける幸福観の推移ー一「有罪性」の意識を
めぐって一一
久野 誠 プルーストの文体における収紋—特に M. Riffaterreの理論を中
心として—
昭和5杜p3月
神垣享介
平岡利彦
小川 俊
Sur La Chute d'Albert Camus 
カミユの不条理について
16世紀フランス語における虚辞の ne-特に"L'Heptameron"を
中心にして一一
後記
昭和53年4月，森孝子さんが専任講師として着任された。ロマン・ロラン
の研究家として前途が期待される。女性教員は仏文学科でははじめてで，ま
さに紅一点／
昭和54年4月，川神博弘助教授が着任。長年の病塵を克服されつつあるこ
とは慶賀に堪えない。将来を期待される新進の学徒である。
「仏語•仏文学」10号には関西大学仏文学大学院の院生と卒業者の論文を多
く掲載することになった。これも若い人々の意欲を刺激する意味では大へん
嬉しいことである。それとともに教員の側も大いによい作品を発表すること
が期待される。
＊ 
ただ残念なことは昭和53年6月19日．重本利ー教授が非常勤として出講さ
れていた大阪市立大学に出講の途中，同大学教養部学舎前で倒れられ，あた
かもあとを追って出講された本学の本田忠雄助教授その他の人々の手によっ
て阪和病院（後に阪和記念病院に移転）に急逮運びこまれたことである。以
後1年有半にわたる闘病生活は重本夫人の渾身の努力にもかかわらず一向に
快方に向わず，ほとんど全身不随で病床に横たわったままである。病名は脳
硬塞とのこと。幸い病院側の好意もあって治療費などの負担は少いようだが．
回復はおろか，生命の危険にさらされているというほかなく．きわめて憂慮
すべき現状であり，ただ神の加護を祈るほかない有様はまことにいたましい
かぎりである。大学側の御好意もあって仏文学教員一同は目下万全の備えを
ととのえているが，この一年間の心痛は一同を重い空気につつみ，昔日の元
気がやや衰えたかに見えるのも止むなきところと愚考する。人命のはかなさ
をつくづくと予感させられるこの頃である。ただ御回復の奇蹟を待ちつつ．
われわれも日常の健康に留意あるのみ／ また奇蹟の日の一日も早く来らん
ことを•…··II
次に前原昌仁教授は昭和54年9月，胃潰瘍で入院された。またかとどきり
とさせられたが，この方は手当のかいあって約2カ月で退院された。胃の一
部を切られたようだが，先日元気な姿を見せられたのでほっとしたところで
ある。快癒される日も近いと思われる。同教授は昭和54年度後期の国内留学
に指名されているので養生には大へん好都合である。まずは．この方はあま
り心配はなさそうだ……
＊ 
さて昭和53年4月から，小川雅也教授が，在外研究員としてフランスに約
1年滞在され，フランス演劇の研究に従事された。なかなかの旅行家で休暇
を利用しては，南はエジプトのナイル河の上流のアプ・シンベル大寺院の巨
大な遺跡を40度の灼熱に耐えて見学され，東はドイツから西はスペイン，ポ
Ill 
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ルトガルの僻地にいたるまで熾烈な好奇心を発揮して視察されたと聞いてい
る。今後，研究の成果を発表される日の近いことが期待される。
つぎに小方厚彦教授は同じく昭和5¥p度前期の国内留学の時期を利用され．
同年5月から 7月までフランスに留学され，多大の成果をあげられた模様で
ある。先日の関西大学仏文学会 (12月5日）でその成果の一端を講演の形で
発表された。なお当日，学生の側では大学院博士課程後期課程の下条和枝氏
が「カミュの『幸福』について」という題で研究発表を行ない，感銘を与え
た。
その他の渡仏者としては山村嘉己教授が，昭和54年6月フランス政府招聘
のスクジエールの指導者としてフランスの西部アルジエの大学に約ーカ月滞
在された。
同じく加藤も同年7月から 8月にかけてフランスその他のヨーロッパの国
々を旅し，フランスその他の風俗を視察した。
また昭和5¥p4月からアントニエック西古女史がフランス語の非常勤講師
として着任．生国イクリアのもつ雰囲気をフランス語の授業にも発揮しつつ
あるようで，なかなかの好評である。
最後にエヴリーヌ中村女史はやはりフランス語の外人非常勤として昭和53
年4月着任，才気あふれるフランス語を響かせて学生をよろこばせている。
かくてフランス語教員の陣容は名実ともに多彩となってきた。
（昭和54年12月9日，加藤）
関西大学仏文学会々則
1. 本会は関西大学仏文学会と称し、事務所を関西大学文学部仏文学
科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語・フランス文学に関する研究および発表と、こ
れに関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1. 関西大学文学部仏文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科仏文学専攻学生、およびその卒業生
3. 関西大学文学部仏文学科学生、およびその卒業生
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし、重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
C. 庶務•会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語仏文学」等の配布をうけ、その他本会のお
こなう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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